
Women's Art

〈新連載〉

音楽をジェンダーの視点

で聴き

第1回 女性でも作曲できる ?

小林 緑
小林緑編著『女性作曲家列伝』 (平凡社, 1999年 )

女性作曲家21名 を取り上げた、女性作曲家入門書。

女性作曲家音楽祭2007ち らし

2007年 8月 に、東京都杉並区の杉並公会堂小ホー

ルにて実施。19世紀の女性作曲家たちが活躍した

サロンほどの小さな会場とすることを意識した。

こはやしみどり:国立音楽大学名誉教授。東京芸術大学大学院修了。仏政府給費留学生としてパリ第四大学留学。編著に『女性作曲家列伝』
(平凡社, 1999)、 『視覚表象と音楽』 (ジ ェンダー史叢書第4巻,明石書店,2010)等。女性作曲家コンサート・シリーズなどを継続的に
企画・監修している。

「女
性
に
は
構
成
力
が
な
い
か
ら
作

曲
家
や
指
揮
者
も

い
な
い
で
し
ょ
」

‥
ち
首
都
の
長
に
収
ま
り
、
今
や
注
目

の
的
の
政
治
家
が
こ
う
言

っ
た
ら
し

い
。
レ
コ
ー
ド
会
社
勤
め
だ

っ
た
夫

と
の
二
人
三
脚
で
、
欧
米
か
ら
届
く

Ｃ
Ｄ
音
源
や
伝
記
類
な
ど
、
彩
し
い

女
性
作
曲
家
の
存
在
を
立
証
す
る
資

料
を
集
め
て
お
よ
そ
三
〇
年
、
そ
れ

ら
を
基
に
形
に
し
た
の
が
『女
性
作

曲
家
列
伝
』
〔上
〕。
こ
れ
を
書
き
な

が
ら
聴
い
て
い
る
ド
イ
ツ
盤
Ｃ
Ｄ
も
、

ま
さ
に
選
挙
当
日
に
日
本
初
演
が
行

な
わ
れ
た
ル
イ
ー
ズ

。
フ
ア
ラ
ン
ク

（
一
人
〇
四
―
七
五
）
の
交
響
曲
だ
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
交

響
曲
ま
で
も
書
い
た
女
性
は
い
く
ら

も
い
る
。

も

っ
と
も
、
男
性
社
会
の
暗
喩
と

も
言
わ
れ
る
大
規
模
な
交
響
曲
に
挑

ん
だ
女
性
を
讃
え
る
の
が
私
の
目
的

で
は
な

い
。
む
し
ろ
全
く
逆
で
、
重

厚
長
大
よ
り
も
軽
薄
短
小
、
あ
く
ま

で
わ
か
り
易
く
快

い
曲
が
好
み
だ
。

「
自
宅
や
サ
ロ
ン
の
親
密
な
空
間
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
も
果
た

せ
る
室
内
楽
や
歌
こ
そ
が
、
音
楽
の

本
懐
で
は
。
」
夫
と
わ
か
ち
合

っ
た
想

い
を
、
実
演
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
集
大

成
し
た
の
が
「
女
性
作
曲
家
音
楽
祭

２
０
０
７
」
〔
下
〕。
本
務
音
楽
大
学

の
定
年
退
職
と
も
重
な

っ
た
年
だ
が
、

肝
心
の
音
大
関
係
か
ら
は
反
響
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
五
日
間
全

一
二
回
、

三
三
人
の
女
性
た
ち
の
ビ
ア
ノ
と
室

内
楽
を
集
め
た
こ
の
連
続

コ
ン
サ
ー

ト
に
熱
心
に
足
を
運
ん
で
く
だ
ざ

つ

た
の
は
、
音
楽
業
界
と
は
無
縁
の
、
純

粋
な
愛
好
家
た
ち
だ

つ
た
。

好
み
や
価
値
観
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
専
門
家
と
愛
好
家
で
は
、
他

の
ど

ん
な
文
化
領
域
よ
り
も
大
き
く
深
い

断
絶
が
あ
る
。
そ
れ
を
明
示
し
て
く

れ
る
事
例
が
、
一削
述
の
音
楽
祭
で
も

取
り
上
げ
た
「
乙
女
の
祈
り
」。
二
〇

歳
そ
こ
そ
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
女
性
が

書

い
た
こ
の
ピ
ア
ノ
独
奏
曲
、
美
し

い
旋
律
と
華
麗
な
技
巧
も
相
侯

っ
て
、

長
く
世
界

一
？
の
人
気
を
保

っ
て
い

る
が
、
音
大
で
は
決
し
て
相
手
に
さ

れ
な

い
し
、
専
門
の
音
楽
書
の
扱

い

も
あ
く
ま
で
否
定
的
だ
。

本
連
載

で
は
こ
う
し
た
疑
間
に

絡
め

つ
つ
、
音
楽
と
ジ

エ
ン
ダ
ー
の

楽
し
い
学
び
を
提
供
で
き
た
ら
、
と

思

っ
て
い
る
。
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
Ｇ
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Women's Art

音楽をジェンダーの視点

で聴き直す

第3回 人種・階級。性別・家族関係
のはざまで揺れる実力派 ―フアニー・
メンデルスゾーン=ヘンゼルの場合

小林 緑

“日曜音楽会 'も 開かれたメンデルスゾーン家別邸のホール。フアニー

の作品も演奏された。息子ゼバスチアン・ヘンゼルによる水彩画、185]

年、ベル リン国立図書館、メンデルスゾーン アル ヒーフ蔵。
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ウィルヘルム・ヘンゼルとファニー・ヘンゼル夫妻の肖像。アウグスト・

ウェーバーによる銅版画、1854年、メンデルスゾーン・アルヒーフ蔵。

(上下、いずれもFraρ′0た e rlllard:乃 ηny Mθ ndelsNsO12η εO〃 ect'ο η
″
1/ax″ be′ゎnd 7992よ り)

こばやしみどり:国立音楽大学名誉教授。東京芸術大学大学院修了。仏政府給費留学生としてパリ第四大学留学。編著に『女性作曲家列伝』

(平凡社, 1999)、 『視覚表象と音楽』 (ジェンダー史叢書第4巻,明石書店,2010)等。女性作曲家コンサート・シリーズなどを継続的に

企画・監修している。
¨ ″ 四 %|″

ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
や
「
結
婚

行
進
曲
」
な
ど
で
有
名
な

フ
ェ
リ

ッ

ク

ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー

ン
ー

し

か
し
、
四

つ
違

い
の
姉

フ
ァ
ニ
ー

・

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
＝
ヘ
ン
ゼ

ル

（
一
八
〇
五

―

一
人
四
七
）
も
、
実

は
弟
と
同
等

の
音
楽
教
育
を
受
け
、

弟
か
ら
恐
れ
ら
れ
た
実
力
の
持
ち
主

だ

っ
た
。

だ
が
、
現
代

の
最
も
重
要
な
音
楽

文
献
さ
え
、
フ
ア
ニ
ー
の
価
値
を
弟

の
伝
記
資
料
の
提
供
者
と
し
て
の
み

評
価
…
在
世
中
、
そ
の
ビ
ア
ノ
曲
、
歌

曲
、
室
内
楽
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
交
え

た
オ
ラ
ト
リ
オ
Ｔ
ホ
教
的
内
容
の
物

語
に
よ
る
管
弦
楽
伴
奏
の
合
唱
作
品
）

や
合
唱
曲
な
ど
は
多
く
の
人
に
感
銘

を
与
え
て
い
た
の
に
、
一
一〇
世
紀
の

進
行
に
つ
れ
、
女
性
の
実
績
評
価
が

後
退
す
る
、
そ
の
好
例
と
言
え
よ
う
。

ユ
ダ
ヤ
人
、
富
裕
な
銀
行
家
、
キ
リ

ス
ト
教
改
宗
者
―
姉
弟
の
出
自
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

一
族
の
こ
の
ス
テ
ー

タ
ス
は
、
いン
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
こ
と

さ
ら
強
く
求
め
た
。
女
性
は
音
楽
で

報
酬
を
得
る
こ
と
も
公
的
に
演
奏

・
出
版
す
る
こ
と
も
不
可
。
音
楽
は

飾
り
に
過
ぎ
ぬ
女
の
身
、
弟
の
成
功

を
我
が
こ
と
と
し
て
喜
ぶ
べ
し
。
父

の
意
を
受
け
、
こ
う
覚
悟
を
決
め
た

フ
ァ
ニ
ー
に
と

っ
て
、
音
楽
と
関
わ

る
回
路
は
無
償
の
私
的
サ
ロ
ン
以
外

に
な
か
っ
た
。

一
八
三
二
年
以
降
、
隔
週
で
開
催

さ
れ
た

一
族
の
《
日
曜
音
楽
会
》。
や

が
て
そ
の
主
役
と
な
っ
た
フ
ァ
ニ
ー

は
、
最
高
級
の
演
奏
者
の
協
力
も
得

て
ベ
ル
リ
ン
随

一
の
サ
ロ
ン
を
作
り

上
げ
る
。
客
演
者
の
ひ
と
リ
ク
ラ
ラ

・
シ
ュ
ー
マ
ン
に
も
匹
敵
す
る
ピ
ア

ノ
の
名
手
だ

っ
た
フ
ァ
ニ
ー
は
、
し

か
し
自
作
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
の
大
成

功
の
後
急
逝
。
次
回
サ
ロ
ン
に
向
け
、

リ
ハ
ー
サ
ル
の
指
揮
中
に
発
作
を
起

こ
し
た
の
が
原
因
と
い
う
。
終
始
深

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
弟
も
、
あ
と

を
追
う
よ
う
に
同
年
、
世
を
去
っ
た
。

弟
と
父
が
反
対
し
た
作
品
出
版

は
、
幸
い
画
家
の
夫
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

ヘ
ン
ゼ
ル
の
強
い
後
押
し
も
受
け
、

よ
う
や
く
死
の
前
年
に
実
現
。
夫
と

一
八
四
〇
年
に
訪
れ
た
ロ
ー
マ
で
は

グ
ノ
ー
や
新
婚
旅
行
中
の
ポ
リ
ー
ヌ
・

ヴ
イ
ア
ル
ド
と
も
出
会
い
、
ア
ル
プ

ス
の
南
で
は
な
お
ロ
ー
カ
ル
な
存
在

で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
音
楽
を
広
め
る
役

割
を
も
果
た
し
て
い
る
。


